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令和２年３月改正

大阪府教育委員会

小・中学校10年経験者研修 実施要項

１ 目 的
    小・中学校10年経験者研修は、教育公務員特例法第24条（中堅教諭等資質向上研修）の規定に基づ

き、現職研修の一環として、個々の教諭の能力、適性等に応じて必要な事項に関する研修を実施し、
指導力の向上等、教諭としての資質の向上を図ることを目的とする。

２ 対 象   
(1)小・中学校10年経験者研修の対象者は、別に定める計算方法に基づき、在職期間が10年目のすべて

の教諭（以下「当該の教諭」という）とする。
(2)当該の教諭が所属する小学校、中学校及び義務教育学校を所管する教育委員会（以下「関係市町村

教育委員会」という）は、当該の教諭に対し、年間研修計画に従い１年間の研修を受けさせるもの
とする。

３ 年間研修計画
(1)大阪府教育委員会は、年間研修計画を作成する。
(2)年間研修計画には、第４項の各事項を定めるものとする。
(3)関係市町村教育委員会は、大阪府教育委員会が作成する年間研修計画に基づき、地域の実情に配慮

して、当該市町村における年間研修実施計画書を作成し、大阪府教育委員会に提出するものとする。

４ 内 容
(1)当該の教諭は、大阪府教育センター等における研修（以下「校外研修」という）を15回程度、９月

以降の課業期間中を中心に原則として校内における研修（以下「校内研修」という）を20回程度受
けるものとする。

(2)校外研修は、教科指導、教育諸課題に関する研修とし、採用５年目の教諭は、小・中学校10年経験
者研修の一環として、５年次研修を悉皆で受けるものとする。

(3)校内研修は、個々の教諭の能力、適性等に応じた授業研究研修及び課題研究研修等とする。

５ 研修実施計画書
(1)小・中学校10年経験者研修の実施に当たって校長は、関係市町村教育委員会が示す研修目標の設定

・研修実施計画作成のための着眼点及び年間研修計画に基づき、事前に当該の教諭の能力、適性等
を評価し、当該の教諭ごとの研修実施計画書案を作成し、これを関係市町村教育委員会に提出する。
なお、研修実施計画書案の作成に当たっては、教頭等の意見も参考にするとともに、当該の教諭の
自己評価や意見を聴取するなど、研修が効果的なものとなるよう配慮する。

(2)関係市町村教育委員会は、校長から提出された研修実施計画書案について必要な調整を行い、これ
を決定する。

(3)関係市町村教育委員会は、当該の教諭に係る研修実施計画書の写しを大阪府教育委員会に提出する。

６ 校内体制
(1)校長は、当該の教諭の研修の実施に当たり、教頭等とも連携しながら必要な指導、助言に当たるも

のとする。
(2)校長は、当該の教諭の研修の実施に当たり、授業等の校務に支障がないよう、また、研修の時間を

十分確保できるよう配慮するとともに、学校全体として協同的な体制の確立に努めるものとする。

７ 実施校校長等連絡協議会
大阪府教育委員会は、小・中学校10年経験者研修を円滑かつ効果的に実施するため、実施校校長等

連絡協議会を開催するものとする。

８ 研修実施報告書
(1)校長は、小・中学校10年経験者研修終了時にその成果を評価し、当該の教諭に係る研修実施報告書

を作成して関係市町村教育委員会に提出するとともに、事後の指導や研修に活用する。なお、成果
の評価に当たっては、教頭等の意見並びに当該の教諭の自己評価や意見を参考にするものとする。

(2)関係市町村教育委員会は、当該市町村における年間研修報告書を大阪府教育委員会に提出するもの
とする。この場合、関係市町村教育委員会は前号の研修実施報告書の写しを添付するものとする。

９ その他
採用９年目までに５年次研修を受講できていない当該の教諭は、小・中学校10年経験者研修の校外

研修を15回程度受けるものとする。
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令和７年度 小・中学校５年次研修 校外研修年間計画

回 １班 ２班 内容 会場等

１ ５/21（水）～６/４（水）
組織づくり チームビルディング【理論】

－一人ひとりの能力や強みを生かした組織づくり－
オンデマンド開催

２ ５月～１月 組織づくり チームビルディング【実践】 所属校等

３

１/30（金） ２/６（金）

組織づくり チームビルディング【検証】 大阪府教育センター

14:00～17:00
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